



































































(5) 名詞句形での能動と受動の相違 (c王Csepregi1991: 193) 



















































(6) Szerb・ek altal ki・vegz-e仕
セルビア人ー複 後 接ー処刑するー分
koszovoi-ak 1999 januar-ban. 
コソグォ人ー複 1999 1月ー場






(7) a regi 
その古い


























(8) * A level a postas altal at-ad-atik. 
その手紙 その郵便配達人 後 接.与える.受
「その手紙がその郵便配達人によって配達されるJ(Magyar Grammatika 2000: 88) 
受動文(8)において，後置調"al凶"が行為の動作主である「郵便配達人」と共に現れる.つまり，









b. *Peter altal meg・ol-ott
「ベーテルによって殺されたJ:被動作主が現れない形式


















時の副詞を使用して語葉的な手段で進行相の意味解釈を与える"tegnap2 ora ota" r昨日の 2時
以来」という時間表現を挿入するテストを行う.
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(10) a. Peter meg-ol・te Eva-t lassan. 
ベーテル 接.殺す.過 3単エーヴァ.対 ゆっくりと
「ベーテルがエーヴァをゆっくり殺した」
b. 事Peter altal lassan meg・ol・6仕 Eva 
ベーテル後 ゆっくりと 接.殺す.分 エーヴァ
「ベーテルによってゆっくり殺されたエーヴァ」
C. Peter tegnap 2 ora・ota olvas-ta a konyv-et. 
ベーテル昨日 2 時.以来 読む.過 3単 その本.対
「昨日の 2時以来ベーテルはその本を読んでいた」
























(11) a. A to1vaj e1-1op-ta 位 auto-m-at.
そ の泥棒 接.盗む-3単過 その車.所.対
「その泥棒が私の車を盗んだJ(能動文)
b. E1-1op-tak az auto・m-at.
接.盗む・3複過その車.所.対
「彼らが私の車を盗んだ:私の車が盗まれたJ(3人称複数形動詞)
c. Azauto-m e1 van lop-va. 
その車ー所 接 コピュラ 盗む.面IJ
「私の車が盗まれてしまったJ(結果相構文)
d. A tolv司j altal e1・1op-o“ az auto-m. 



















Kal1e-n maa1a-ma talo. 





























(i) Az autom elJop-ott. r私の車が盗まれた」
官1J0p-ottaz autom" r盗まれた私の車Jとし、う受動の過去分詞と名詞から成る形式を， (i)のよ
うに語順を逆転させることで，受動文のような働きを持つ場合がある.被動作主である"Az






の例と類似している.さらに，日本語では， r牟子供作りの小屋Jr *職人焼きのピッツアJr* 
母親作りのドレスJのように，動作主主語は現れることができない.一方の英語では，受身
化で動作主主語が降格して付加調になって現れる， "child-constructed shelter， shelter constructed 
by a child" 
4. 最新の調査において，ハンガリー語で過去分詞ではなく，副動調を使った形式が観察さ
れた.





与与格 分 分調形 1 1人称
場場所格 受受 動接 辞 2 2人称
後後置調 副副動詞 3 3人称
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Passiivin partisiippi unkarin kielessa: "Peter altal megolo“Eva" -tyypin nominilauseke 
(passive form with past participle in Hungarian: "Peter altal megolott Eva" type NP) 
Masahiko Nose 
Unkarin kielessa passiivirakenne on "Peter altal megolott Eva" -tyypin nominilauseke. Tassa 
rakenteessa on agentti， kohde ja passiivin partisiippi， joka飽rkoi仕組 passiivia.Tasta syysta tama 
nominilauseke on passiivirakenne， vai地atavallisesti sanotaan， etei unkar・inkielessa ole passiivia. 
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